
広告可能な医師・歯科医師の専門性を認定している  

認定要件等の概要）   学会について（専門医数、   



広告可能な医師・歯科医師の専門性を認定している団体について（専門医数、認定要件等の概要）  

※会邑数、専門医数のうち、時期の   
門医取得に必要な研修期間  試験  

名称  会員数   
更新  

団休名   （広告できる資格者）   認定施設の要件（主なもの）  
専門医認定の際の要件、必要な提出資料等（主なもの）       年限  

（社）日本整形外科学会   整形外科専門医  6年  3年  ○整形外科入院患者20名以上  5年   

○整形外科手術件数年間100例以上  ○診療記録10例提出  

（医師）   ○診療を適切に行える十分な設備等  ○研修内容等を吉己載した研修手帳の提出  ●  ●  
○専門医の1名以上常勤  ○学会発表一論文発表各1編以上の湧出  
02年ごとに施設の再審査  

（社）日本皮膚科学会   皮膚科専門医   10，403  5，042  48％   5年  

2  
（H18，6）  （Hl臥6）  5年  5年  ○研修内容を履修するに十分な施設  ○研修実根記録層の提出（講習受講、学会発表、原著発  ●  ●  

（医師）  03年ごとの更新制   
表について定められた単位数が必要）   

（社）日本麻酔科学会   麻酔科専門医  g，711  5．478  5～6年  1年   ［指導医の認定】  
5年  

（うち麻酔  

※3段階制（麻酔科認  
○麻酔科専門医取得後、満4年以上麻酔関連業務に専従  

科指導医  
定医、麻酔科専門医、  

○指導医のもとで1年以上麻酔の臨床業務に従事  
2，577）   

麻酔科指導医）  
○臨床実捷、所定の学術集会等の参加実績、指導実績に  

※r麻酔科指導医」と  
関する資料の提出（参加実績、指導実績には所定の単位  

して認定された者が  ○専門医が常勤の部（科）長  が必要）  実技試験、  

「麻酔科専門医」と読  ○麻酔科医が管理する麻酔症例が年間200        【専門医の認定］   実地事査  

み替えて広告可能  例以上  ○認定医取得後2年以上麻酔科関連業務に専従  （実地事査  

3  ○安全な麻酔のための施設、設備の完備   ○認定病院で麻酔の臨床業掛年以上従事  ●  ●                         は必要とさ  

○麻酔科医が自己研鎖する機会の付与  れた場合の   
（医師）  05年ごとの更新制   実績は所定の単位が必要）  み）   

※認定医  
t麻酔科棲槙に関して許可を受けていること（①認定病院  
で2年以上の修練、②2年以上麻酔業務従事十気管挿管  
による全身麻酔300症例以上）  

（社）日本医学放射線学会   放射線科専門医  5年  5年  ○原則200床以上の総合病院  5年  

○病理部門の設置、放射性診療に必要な  
（医師）   

●  （l次試験）  

施設  

4  

○放射性診断の場合10．000件以上／年、核 00 
医学診療の場合5件以上／年、放射線治  
療の場合60例以上／年  
○主任指導者（専門医）、修練指導者（経験  

●  ●  （2次書式験）   

3年以上、常勤医師2名以上）の設置   

（財）日本眼科学会   眼科専門医  13．了36  9．368  68，i   5～6年  4～5  5年   

年   
（医師）  ○眼科専門医1名以上が常勤し、十分な指  

5  導体制がとれている病院  例以上）の経験が必要  ●  ●  
0大学眼科教皇が研掛こ適切と推薦した病  
院  
02年ごとの更新制   

（社）日本産科婦人科学会  産婦人科専門医  5年  5年  

○医育機関附属病院  
（医師）  ○臨床研修病院  

○下記の基準を満たす病院  
・総合診療が可能  
・年間分娩数原則200件以上  

○研修記録（実地経験目録、症例記録、参考資料として学  

6  ・年間開腹手術50件以上  
会出席、発表、論文等の記録）の提出  ●  

・複数の専門医の常勤、うち1名は8年以上  

の産婦人科臨床経験  
・症例検討会、抄読会等の集会の定期的な  
開催  
05年ごとの要新制  

（社）日本耳鼻咽喉科学会  耳鼻咽喉科専門医  6年   
5年   

○専門医の常勤  
7  

（医師）   ○研修の実施に必要な病床数、手術件数、  ●   
設備、人員  
03年ごとの更新制  
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名称  
試験  

団体名  会員数  専門医数  専門医数 ／会員数  専門医取得に必要な研修期間  
更新  

（広告できる資格者）  認定施設の要件（主なもの）  専門医認定の時の要件、必要な提出資料等（主なもの）        年限  

（社）日本泌尿器科学会   泌尿器科専門医  4年  5年   

臨床研修終了   
8  （医師）   

後   準ずる院 ○指導医による教育体制が整っていること  

○教育環境の総合的な整備  
集会への参加、業績発表について定められた単位数が必  

05年ごとの更新制   要）   

（社）日本形成外科学会   形成外科専門医  6年  5年   

（医師）   

（臨床研修2年  
十4年）   

○症例記録の提出（直接手術に関与した60症例の症例－  
○必要な形成外科病床を常時有すること  

9  ○専門医の常勤  ○講習会受講証明書の提出  ●  ●  

○形成外科に関する教育研究活動の実施  
01年ごとの更新制  

（社）日本病理学会   病理専門医   4，118  1．929  4丁％  6年  5年  
（臨床研修2年   ○死体解剖保存法に基づく死体解剖資格の取得   

（医師）  ＋4年）  ○細胞診業務の実施状況  ○病理組輸診断等に関する講習の受講  

10  
○臨床病理討議会の開催状況  ○人体病理学に関する論文・学会報告3楕以上  実地試験  
○音Ij検・生検試料の保管状況  ○自らの執刀による病理解剖を行い、病理解剖学的診断  ●  ●   （鏡検試験）  
○施設・機械などの整備状況  を附したもの50例以上、病理組織学的診断を附した生検  
○指導医の常勤  5000例以上を経験   
02年ごとの更新制  

（社）日本内科学会   内科専門医  92，632  10，564  11ヽ   6年  6年  ○単独型もしくは管理型臨床研修病院の資  5年   

格を満たす病院、管理型臨床研修病院に準  
（医師）  ずる病院  

○内科病床数が50床以上  

○年間内科剖検体赦が18体以上、又は内 20％上で内が10  
科剖検率が以科剖検体数 以上  
体  
○指導医5名以上で、そのうち専門医（認定  
内科医を含む）が3名以上  
○臨床病理検討会（CPC）が年3回以上定期  
的に開催  
02年ごとの更新制   

（社）日本外科学会   外科専門医  38，853  13．774  35％   5年  5年  ○外科系病床常時30床以上  5年   

（医師）  

○指導医1名以上、専門医又は認定医2名  
以上常勤  ○診療経験一覧表及び業績日録の提出  

12  
○年間150例以上の外科手術症例数  ○修練期間中の診療経験として350例以上の手術に従事  
○剖検皇の設置又は剖検の体制整備  
○教育的行事の定期的な開催  究発表又は論文発表（一定単位以上）   

●  ● 面接  

○中央検査室、中央図書館、病歴の完備  
03年ごとの更新制  

（社）日本糖尿病学会   糖尿病専門医  15．517  3．298  21％   ○内科学会の認定内科医又は小児科学会の認定医であ  5年   

○糖尿病の専門外来があること  ること  
13  （医師）  ○食事措辞の常時実施  ○学会発表・論文発表2楕以上  ●  ●  

○糖尿病患者数育の実施  ○入院糖尿病患者40症例以上（小児では10症例以上）  
05年ごとの更新制  ○業績目録、症例記録の提出  

く社）日本肝臓学会   肝臓専門医  10，412  3．506  34％   5年  5年  ○消化器病床として常時30床以上  5年   

○指導医1名、専門医1名以上常勤  
（医師）  0剖検室を有すること  

14  05年ごとの更新制  
○内科学会認定医、日本外科学会認定医t専門医又は日  

（研修は消化器病学会の認定施設でも可。  
本小児科学会専門医・認定医のいずれかであること   

ただし少なくとも1年は本学会の認定施設の  
研修が必要）  

（社）日本感染症学会   感染症専門医   9，235  816   9％  ○医育機関附属病院、総合病院又はこれに  ○基本領域学会の専門医・認定医であること ○論文発表1篇学A発表2編の提出   5年  

15  
6年 基本領域学会の   

3年  
P ヽコ：⊂  

（医師）  
○感染症患者30症例の一覧、そのうち15症例の病歴要約  ●  

○指導医1名以上常勤  の提出   

－2一   



専門医取得に必要な研修期間  試験  
名称  

更新  
団体名  （広告できる資格者）  会員数  専門医数  専門医数 ／会員数  認定施設の要件（主なもの）   

専門医認定の際の要件、必要な提出資料等（主なもの）       年限            筆吉己  口頭  その他  

有限責任中間法人日本救急医学   10．231  2289  22％   5年  3年  ○救急部門があること  5年  

コ＝   
○各種救急患者を診療していること  

（医師）  ○救急車で搬送される救急患者を充分数受  
け入れていること  ○修練施設表・勤務証明書の提出  

16  ○院外心肺停止くCPA）患者を充分数受け   ●  

入れていること  
○専門医2名以上常勤  
○専門医の修練に適した設備の完備  
03年ごとの更新制  

（社）日本血液学会   血液専門医  5．714  2．022  35，i   3年  3年  ○血液病床を常時5床以上  5年   

○指導医1名以上の常勤  ○内科学会認定医又は小児科学会専門医（認定医）であ  

17  （医師）  
○臨床血液学に関する教育的行事の定期  ●  

的な開催  ○診療実績吉己録の提出（受け持ち入院患者10名）  

（社）日本循環器学会   循環器専門医  22．537  05年ごとの更新制  ■堂島．∠ゝ．1l・．ム・王  5年   

18  （H18．4）   ○専門医2名以上常勤  定医のいずれかであること  ●  

（医師）  02年ごとの更新制   ○診療実線表の提出  

（社）日本呼吸器学会   呼吸器専門医  10，224  3年  3年  ○呼吸器病床として常時20床以上  ・■堂島■ゝ■  5年   

19  （ト＝8．3）   ○指導医1名以上常勤  ○業績を証明する文書（呼吸器病学関係の論文3編以上、  

（医師）  ○剖検圭を有していること   呼吸器関連学会での発表3編以上）   

（財）日本消化器病学会   消化器病専門医  6年  Z～3  5年   

年   
20  ○剖検圭の設置  

●  
（医師）   

05年ごとの更新制   

（社）日本腎腋学会   腎巌専門医  7，847  2．683  34％   ，当．一  l・・当・A  5年   

上  医、外科学会専門医、泌尿器科学会専門医は取得後1年   
21  

（医師）  ○常勤医2名以上で、指導医1名以上又は  
専門医2名以上常勤   ○経験症例の記録及び要約の提出   

（社）日本小児科学会  小児科専門医  5年  3・－5  5年   

年   
（医師）   

○小児の入院病床の確保  ○研修吉己録の提出  
22  ○小児科に専門医3名以上  ○症例要約の提出   ●  ● 面接  

○症例検討会などの学術集会の定期的な  

（社）日本口腔外科学会   口腔外科専門医  6年  6年  ○口腔外科専有病床を含め使用可能病床 10  
5年   

床以上  
（歯科医師）   ○指導医が1名以上常勤  

例以上の執刀看であること、入院症例は担当医として診  

23  療に従事した40例以上）  
○口腔外科に関連する課題について定期   

●  ●  

的な教育行事の実施  
03年ごとの更新制   

指定学術雑誌に5編以上発表）  

（社）日本内分泌学会   内分泌代謝科専門  
3年  3年  ○指導医の常勤  

○薫横目録の提出（学会発表又は論文発表5編以上）  5年   

医  ○内分泌代謝科の専門外来及びその病床  

24  
験（診療実績表に40症例以上、うち20症例は病歴及び臨  

（医師）   
○継続5年以上にわたる十分な診療実績  
05年ごとの更新制  ○内科学会又は小児科学会の認定医（専門医）であること   

有限責任中間法人日本消化器外  5年  ○消化器疾患を対象とする病院  5年  

■些IA   
○消化器手術が3年間で600例以上等  ○外科学会語長医又は専門医であること   

25  
（医師）  ●  ●  

医1名か認定医2名）が常勤  提出  
○諸施設の完備、教育行事の開催  ○薫緯目録の提出（研究発表6件以上（論文3編を含む））   
03年ごとの更新制  

（社）日本超音波医学会   超音波専門医  8．102  1，535  19，i   5年   

26  （医師）  

5年  5年  ○指導医1名以上勤務又は専門医2名以上 常勤  
○充分な施設・機器  

録30例、剖検症例報告書抄録3例）  ●  

05年ごとの更新制   
○業績表の提出（学会発表・学術 
○研修実績（総会の参加、教育集 

特定非営利活動法人日本臨床細  4．237  2．113  50，i   5年  細胞像試眉  

Z7   胞学会   ○細胞診断学に関する研究論文3編以上   ●  （カラーフ●リン  

（医師）  
ト）、  

検銑試験  

ー3－   

・－i  



名称  
専門   医取得に必要な研修期間   

会員数  専門医数  専門医数 ／会員数  

古式雲莱  
認定  更新  

団体名  
施設   認定施設の要件（主なもの）  

専門医認定の際の要件、必要な提出資料等（主なもの）        年限  
（広告できる資格者）  

（社）日本透析医学会   透析専門医  10．260  3．905  38％   5年  5年  ○身体障害者福祉法に基づく更正医療担当 の  5年   

医療機関（腎機能障害）指定  
（医師）  

会専門医、小児科学会専門医、麻酔科学会指導医のいず  
○特定機能病院、総合病院など ○指導医1名以上及び専門医1名以上の常  

28  
勤  
○諸施設の保有  
○教育行事の定期的な開催   

れかであること。または認定施設で5年以上臨床桂城を有 するものであること。 ○病歴要約の提出（経験症例31例、うち20例は症例要約） ○一定の薫積（学会発表、論文発表）  ●  ●  
く社）日本脳神経外科学会   脳神経外科専門医・  

6年  4年・  ○脳神経外科専門医1人以上常勤  ○直接手術に関与した100例の一覧表の提出  
29  ○脳神経外科手術年間30件以上  ○研修内容を記載した研修手帳の提出   

●  ●  

（医師）   

（社）日本リハビリテーション医学会  リハビリテーション科専門  5年  3年  ○指導責任者（専門医）の常勤  
5年   

医  ○学会主演者抄録2編、リハビリテーション医学に関する  
○医療研修が適切に行える十分な設備等  

30  （理学療法・作業療法・言語聴覚療法施設）    1の ○担当症例一覧表100例、担当症例報告書30例の提出   
（医師）   05年ごとの更新制  

（社）日本老年医学会   老年病専門医  6，463  1．446  22％   6年  3年  ○研修に充分な病床・施設  ○内科学会認定医であること  5年   

31  
○指導医の下、充分な指導体制  
○剖検室の保有  

○診療実績表（65歳以上の多臓器疾患を有する30例の入  
（医師）  

05年ごとの更新制  
院患者）、業績日録の提出   

32  特定非営利活動法人日本胸部外   心臓血管外科専門   7年  3年  ○心臓血管外科手術が3年間平均して100  5年   

科学会  医  
2，786  66％   

例／年以上 ○臨床工学 

33  特定非営利活動法人日本血管外  技士1名以上常勤  
科学会  （医師）   

46％  
○以下のすべての条件を有する者が1名以  

特定非営利活動法人 日本心臓血  3．999  上常勤（①心臓血管外科専門医、②胸部外  ○外科学会専門医・認定医であること   
管外科学会  科学会指導医で心臓血管外科専門か心臓  

血管外科学会国際会員、③心臓血管外科  
●  

に関する論文10絹以上かつ心臓血管外科  
34  手術経験100例以上）  

○医療安全研修等が行われており、研修医  
が参加していること  
05年ごとの更新制   

35  特定非営利活動法人 日本胸部外  呼吸器外科専門医  8．078  り39  ．14％   7年  3年  ○呼吸器手術が3年間平均して75例／年以  5年   

上   ○手術経験（規定された手術が術者として5例ずつ必要な   

特定非昌利活動法人 日本呼吸器  （医師）   3．362  34％  ○一定資格を有する呼吸器外科医1名以上   ●  

36  常勤  ○呼吸器外科学に関する論文■著書3編以上、学会発表  
05年ごとの更新制  

（社）日本消化器内視鏡学会  消化器内視鏡専門  5年  5年  ○内視鏡重の設置、必要な機器の設置  5年   

医  ○充分な週間検査件数  ○一定の検査実績（上部消化管1000例以上、下部消化管  

37  
○指導医1名以上勤務、専門医2名以上常   

（医師）   勤  
●  

○独立した病理部門又は依頼できる病理専  
○論文、講演などの業績目録の提出（一定単位以上）  

門施設の確保  
特定非営利活動法人日本小児外  16＼   5年  5年   

科学会   （外科医として7   

（医師）   年）   ○過去3年間の小児外科手術数100例以上  
38  ／年、新生児外科症例10例以上／年  

○小児科及び麻酔科の医師の常勤  
○外科学会専門医であること   

●  

○必要な設備  
05年ごとの更新制   

有限責任中間法人 日本神経学会  神経内科専門医  6年  3′〉4  ○内科学会認定医であること  5年   

年   
39  （医師）   ○臨床神経学の検査が可能  

○経験症例10例の病歴概略  
○神経内科に関連する教育的事業を実施  

●  ●  

03年ごとの更新制  
○ 

有限責任中間法人日本リウマチ  8，784  3，492  40％   5年  5年  ○総合病院等  5年   

学会   ○リウマチ性疾患年間100症例以上（関節リ   

40  
（医師）  ウマチ30症例以上）  ○業績目録の提出  

○指導医1名以上又は専門医2名以上 マ  
●  

○リウチ学に関する定期的な教育  
03年ごとの更新制   

－4－   



専門医数  専F   1医取得に必要な研修期間   試験  更新  
団体名  名称 （広告できる資格者）  会員数  専門医数   ／会員数  認定施設の要件（主なもの）  

専門医認定の障の要件、必要な提出資料等（主なもの）       年限  

特定非営利活動法人日本歯周病  6，150  7了0   13％   5年  5年  ○定期的な教育、研修の実施   ○教育研修実績（一定単位以上）   5年  

41   学会   の  11；   ●  ●                  。 患 10正   う1 1右   こ 言  
（歯科医師）  ○教育研修の実施に必要な設備   暑がプレゼンテーションし、口頭試問を実施）   

有限責任中間法人 日本乳癌学会  乳腺専門医  8．063  560   5年  5年  ○大学病院、乳癌を主な対象とする専門施   5年   

42  
設  ○認定施設における100例以上の乳癌症例の診療経験  

（医師）  ○乳癌症例の診断・治療が原則年間20例  
以上   

有限責任中間法人 日本人類遺伝  臨床遺伝専門医  2．510  595   24％   3年  3年  ○臨床遺伝医療に関する外来の開設          ○基本領域学会の専門医・認定医   5年  

学会   
43  （医師）  が勤    ●  ●                ○複数の専門医（最低1名は指導医） 務する臨床遺伝医療部門 ○臨床遺伝医療に関する臨床研修が可能  

○論文提出   
05年ごとの更新制   

社団法人 日本東洋医学会   漢方専門医  8．247  1．803  22％   6年  3年  ○大学病院、総合病院  ○基本領域学会の専門医・認定医  5年   

44  02人以上の指導医  050症例のリスト、そのうち10症例の瞳床報告  ●  ●  

（医師）  05年ごとの更新制  ○学会への参加、輪文の発表等（一定の単位が必要）  

特定非営利活動法人 日本レー  レーザー専門医  23   2，i   5年  5年  ○専門医1名以上   ○基本領域学会の専門医   5年  

45  ○医用レーザー機器  ○症例抄録（10症例）  ●  

（医師）   03年ごとの更新制  ○学会への参加、論文の発表等（一定の単位が必要）   

特定非営利活動法人 日本呼吸器  気管支鏡専門医  5年  5年  ○内視鏡検査室、必要な気管支鏡機器  ○気管支銃診療実績（綾験症例100例以上、術者として20   5年  

内視鏡学会  ○年間100症例以上  例を含む）  

46  ○常勤の指導医1名以上  ○認定施設における修練証明書の提出  
●  

（医師）   

05年ごとの更新制  ○業績蓑の提出（一定の皇位が必要）   

有限責任中間法人 日本歯科麻酔  歯科麻酔専門医  2，265  164   7，i   5年  5年  0歯科麻酔科のある大学病院等  05年以上歯科麻酔分野への専従  5年  

学会   虐■  
（歯科医師）  

05年間に担当した全身麻酔症例、全身管理症例、痔痛  
47  ○全身麻酔症例数100例以上、鎮静法症例 100上  ●  小論文  

数例以  
○全身麻酔に必要な機器  

○業務目録の提出（論文、学会発表など）   

有限責任中間法人日本小児歯  15，i   5年  5年  ○指導医1名以上常勤  5年   

科学会   
く歯科医師）   

○研修の実施に必要な設備、図書、人員 ○小児歯科に関連する課題の定期的な数  
48  ○教育研修単位取得証明書の提出（一定の単位が必要）  ●  実技試験  

育・研修  
05年ごとの更新制   

（参考資料）  
・各学会ホームページ   
イ日本専門医認定制機構概報（平成17年版）」（有限責任中間法人日本専門医認定制機構）  
牒生労働科学研究費補助金「専門医制度におけるトレーニング等の質の確保に関する研究」（主任研究者：慶應義塾大学医学部内科教授池田康夫）  

（∋   




